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が公然たるものになったのは、1934 年から 35 年にかけての公開書簡においてであった。ヒル
シュに当てたティリッヒの最初の公開書簡は 1934年 10月 1日付けで、「カイロスの神学と精神
的状況：エマヌエル・ヒルシュに対する公開書簡」と題され、カール・シュミット（４）が編集




これに対して第 2のヒルシュ批判を意図し、1935年 5月に公開書簡を送った。この第 2の書簡
は、「何が問題か：エマヌエル・ヒルシュに対する回答」と題され、Theologische Blätterに掲載
された。これらの論争は、当時ドイツ国内だけでなく、国際的にも大きな反響を引き起こした

































































































てはまる」（Tillich [1934], S.153）と警告を発する。 
 他方、ヒルシュはナチスによる政権掌握を全面的に肯定し、称賛する。「君がイタリックで書
いている＜わが民族の解放、歴史の新時代の勃興＞こそが＜福音主義教会の解放であり、勃興
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(1) 1888 年 6 月、ベルリンから遠くないベントヴィッシュでルター派の牧師の子供として生まれ（ティ





















(4) カール・シュミット（Karl Ludwig Schmidt）は、ライマーおよび J.R.シュトメによると、1920年代に
はカイロス・グループに属して宗教社会主義運動に携わり、1930 年代初期にはボン大学で新約学を
教え、カールバルトの同僚であり友人であった。シュミットもまた、1933 年にはナチスによる追放



































































































(20) ティリッヒは 1949 年の「宗教社会主義を超えて」の中で、「宗教社会主義の基本概念は有効であり、
それらがヨーロッパを形成しうる唯一の政治的・文化的方法を指し示していることを信じて疑わない。
しかし、宗教社会主義の諸原理を取り入れることが、予見しうる将来に可能であるかどうかについて
は確信がない。創造的なカイロスの代わりに、私が目にしているのは一種の真空状態であり、それは
受容し堪え忍ぶことによってのみ創造的なものに変えることができ、またあらゆる未熟な解決策を拒
否しつつ、待つという＜聖なる空虚さ＞の深まりへと変容されるのである。」（Tillich [1949], p.527）
と述べている。それは、宗教社会主義の現実的挫折と米ソの対立という戦後状況の中におけるティリ
ッヒの苦悩と新たな思想展開への覚悟を示した言葉であると言えよう。 
 
（いわき・あきら 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
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